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●
選
挙
運
動

　

台
湾
の
選
挙
は
派
手
で
、
と
に
か
く

に
ぎ
や
か
だ
。
そ
の
様
子
を
一
度
で
も

目
に
し
た
ら
、
誰
も
が
「
お
祭
り
み
た

い
」
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
は
ず

だ
。

　

驚
か
さ
れ
る
の
は
、
選
挙
広
告
の
イ

ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
。
日
本
で
は
公
示

日
か
ら
専
用
の
掲
示
板
に
整
然
と
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
る
が
、
台
湾
に
は
こ
う

し
た
規
制
が
な
い
。
選
挙
の
季
節
と
も

な
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
街
中
の
至
る

所
で
、
ビ
ル
の
壁
に
候
補
者
の
巨
大
ポ

ス
タ
ー
が
現
れ
る
。
路
線
バ
ス
は
候
補

者
の
写
真
や
名
前
が
書
か
れ
た
広
告
で

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
の
車
体

に
も
広
告
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
。

　

な
か
で
も
圧
巻
な
の
が
、
色
鮮
や
か

な
候
補
者
の
幟の
ぼ
りが

幾
重
に
も
重
な
り
合

っ
て
、
道
路
を
覆
い
尽
す
光
景
だ
。
最

近
で
こ
そ
数
は
減
っ
た
が
、
か
つ
て
は

道
路
わ
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や
中
央
分
離

帯
に
幟
が
立
ち
並
び
、
歩
道
橋
に
も
隙

間
の
な
い
く
ら
い
幟
が
付
け
ら
れ
て
い

た
。
数
年
前
に
は
「
台
湾
で
一
番
醜
い

も
の
」
と
い
う
名
誉
あ
る
（
？
）
称
号

を
手
に
し
た
ほ
ど
だ
（
参
考
文
献
①
）。

　

街
を
歩
い
て
い
て
、
大
太
鼓
や
銅
鑼

の
音
、
爆
竹
が
鳴
り
響
く
音
が
聞
こ
え

て
き
た
ら
、
そ
れ
は
「
掃
街
」
で
あ
る
。

候
補
者
が
選
挙
カ
ー
に
乗
っ
て
街
を
走

り
回
る
。
選
挙
カ
ー
は
小
型
ト
ラ
ッ
ク

を
改
造
し
た
「
オ
ー
プ
ン
カ
ー
」
が
ほ

と
ん
ど
で
、
車
体
に
は
候
補
者
の
顔
写

真
が
載
っ
た
広
告
が
貼
ら
れ
、
荷
台
に

候
補
者
を
載
せ
て
走
る
。
こ
れ
に
小
旗

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
飾
っ
た
自
動
車
、

バ
イ
ク
や
自
転
車
が
何
十
台
も
連
な
る

こ
と
な
ど
珍
し
く
な
い
。
大
太
鼓
や
銅

鑼
を
叩
き
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
時
に
は

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ま
で
打
ち
上
げ
る
。
と

に
か
く
ド
派
手
な
演
出
で
あ
る
。
沿
道

を
支
持
者
が
埋
め
尽
く
し
、
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
候
補
者
の
名
前
が
連
呼
さ
れ
る
。

に
ぎ
や
か
と
い
う
よ
り
は
、
正
直
や
か

ま
し
い
く
ら
い
だ
。

　

選
挙
運
動
は
夜
に
な
っ
て
も
ま
だ
ま

だ
続
く
。
夜
開
か
れ
る
大
規
模
集
会
が

「
造
勢
晩
会
」
だ
。
週
末
に
は
演
説
の

た
め
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
至
る
所
に
設

置
さ
れ
、
夜
に
な
る
と
候
補
者
の
演
説

を
聞
こ
う
と
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。

会
場
周
辺
に
は
屋
台
が
立
ち
並
び
、
こ

れ
ま
た
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。
屋
台
を

営
む
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
選
挙
は
絶

好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
。
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
総
統
選
挙
と
も

な
れ
ば
、
投
票
日
前
日
の
最
後
の
造
勢

晩
会
は
、
各
陣
営
が
趣
向
を
凝
ら
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
る
。
候
補
者
の
登
場

で
、
そ
れ
は
最
高
潮
を
迎
え
る
。
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
支
持
者
が
小
旗
や
う

ち
わ
、
風
船
な
ど
を
片
手
に
、
大
合
唱

で
候
補
者
を
迎
え
る
。
そ
の
熱
気
と
ノ

リ
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
さ
な
が
ら
だ
。

人
々
は
候
補
者
の
演
説
に
興
奮
し
、
感

動
し
、
時
に
涙
す
る
の
で
あ
る
。

●
投
開
票

　

前
日
ま
で
と
打
っ
て
変
わ
り
、
投
票

日
は
静
か
に
始
ま
る
。
台
湾
に
は
期
日

前
投
票
や
不
在
者
投
票
、
在
外
投
票
の

制
度
が
な
い
。
台
湾
企
業
の
最
大
の
投

資
先
が
中
国
だ
が
、
現
地
で
働
く
台
湾

人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
そ
の
家
族
が
投

票
す
る
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
台
湾
に
戻
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
戸
籍
地
（
本

籍
地
）
で
の
み
投
票
可
能
な
た
め
、
投

票
日
前
日
に
は
大
勢
の
人
が
実
家
に
帰

っ
て
い
く
。
投
票
日
と
な
る
土
曜
日
に

は
、
普
段
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
す
家
族

が
顔
を
合
わ
せ
る
。
と
は
い
え
、
投
票

の
た
め
に
交
通
費
と
時
間
を
か
け
て
帰

省
す
る
の
は
、
学
生
や
若
者
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
い
。
二
〇
一
六
年
一
月
の

ダ
ブ
ル
選
挙
（
総
統
選
挙
・
立
法
委
員

選
挙
）
で
は
、
多
く
の
大
学
の
学
生
会

が
学
生
に
投
票
を
促
そ
う
と
格
安
の
帰

省
バ
ス
を
仕
立
て
た
こ
と
が
話
題
に
な

っ
た
。

　

投
票
所
で
は
入
口
に
警
察
官
が
立
っ

て
お
り
、
日
本
と
比
べ
て
い
さ
さ
か

物
々
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
有
権
者
は

身
分
証
、
選
挙
の
通
知
書
と
印
鑑
を
持

参
し
て
、
確
認
後
に
投
票
用
紙
を
受
け

取
る
。
投
票
用
紙
は
投
票
ご
と
に
そ
の

都
度
渡
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
度
に

特集
選挙の風景

松
本 

充
豊

選
挙
は
「
お
祭
り
」

―
台
湾
―

15_特集.indd   6 16/08/02   10:38



7 アジ研ワールド・トレンド No.251（2016. 9）

す
べ
て
の
選
挙
の
投
票
用
紙
が
手
渡
さ

れ
る
。
投
票
の
仕
方
も
日
本
と
違
っ
て
、

有
権
者
が
候
補
者
名
や
政
党
名
を
自
分

で
書
い
た
り
し
な
い
。
投
票
用
紙
に
は

候
補
者
名
も
し
く
は
政
党
名
と
そ
の
番

号
が
予
め
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上

に
四
角
い
空
欄
が
あ
る
。
有
権
者
は
記

載
台
に
備
え
付
け
の
ス
タ
ン
プ
を
そ
こ

に
押
す
こ
と
で
、
自
分
が
支
持
す
る
候

補
者
や
政
党
に
投
票
す
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。
こ
れ
な
ら
何
ら
か
の
事
情
で
字

が
書
け
な
い
人
で
も
投
票
で
き
る
。

　

投
票
が
締
め
切
ら
れ
る
と
、
投
票
所

が
開
票
所
に
早
変
わ
り
し
、
即
日
開
票

が
行
わ
れ
る
。
開
票
の
様
子
は
市
民
が

み
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
選
挙
特
番
一

色
と
な
っ
た
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
え
て
く

れ
る
。
担
当
者
が
投
票
箱
か
ら
投
票
用

紙
を
取
り
出
し
、
一
票
ず
つ
開
い
て
番

号
を
読
み
上
げ
、
別
の
担
当
者
が
候
補

者
ご
と
の
得
票
数
を
「
正
」
の
字
で
書

い
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
だ
。

　

当
確
が
出
る
頃
に
は
、
各
陣
営
の
選

挙
本
部
前
の
路
上
を
支
持
者
が
ま
た
埋

め
尽
く
す
。
当
選
者
が
決
ま
り
、
勝
者

が
姿
を
現
す
と
、
支
持
者
は
彼
／
彼
女

の
勝
利
宣
言
に
歓
喜
し
、
興
奮
の
坩る

堝つ
ぼ

と
化
す
。
敗
北
の
弁
を
述
べ
る
敗
者
に

も
、
支
持
者
は
声
援
を
送
り
、
そ
し
て

涙
す
る
。
民
主
化
が
完
了
し
て
ち
ょ
う

ど
二
〇
年
。
一
部
の
支
持
者
が
選
挙
結

果
を
不
服
と
し
、
混
乱
を
招
い
た
時
期

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
勝
者

も
敗
者
も
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持

者
も
、
結
果
を
冷
静
に
受
け
止
め
て
、

互
い
に
ね
ぎ
ら
い
合
う
。
民
主
主
義
の

定
着
を
実
感
す
る
瞬
間
で
あ
る
。

●
選
挙
管
理

　

選
挙
の
実
施
を
取
り
仕
切
る
の
が
、

中
央
選
挙
委
員
会
（
中
選
会
）
で
あ
る
。

選
挙
管
理
機
関
の
国
際
比
較
で
は
、
独

立
モ
デ
ル
、
混
合
モ
デ
ル
、
政
府
モ
デ

ル
の
三
つ
の
モ
デ
ル
に
分
類
さ
れ
、
台

湾
の
中
選
会
は
ア
ジ
ア
の
新
興
民
主
主

義
国
で
多
く
み
ら
れ
る
独
立
モ
デ
ル
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

②
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
必

ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
台
湾
と
韓
国

は
ほ
ぼ
同
時
期
に
民
主
化
し
た
が
、
独

立
モ
デ
ル
の
典
型
と
さ
れ
る
韓
国
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、
台
湾
の
中
選

会
は
混
合
モ
デ
ル
で
あ
り
、
む
し
ろ
日

本
の
中
央
選
挙
管
理
会
に
近
い
か
も
し

れ
な
い
。

　

中
選
会
は
行
政
院
（
政
府
）
に
所
属

す
る
三
つ
の
独
立
機
関
の
う
ち
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、「
中
央
二
級
相
当
」
す
な

わ
ち
日
本
の
各
省
庁
に
あ
た
る
各
部
会

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
機
関
で
あ
る
。
独
立

機
関
と
は
い
え
、
韓
国
の
よ
う
に
憲
法

機
関
で
は
な
い
し
、
執
政
府
か
ら
の
高

度
な
自
律
性
も
有
し
て
い
な
い
。
一
方
、

日
本
の
中
央
選
挙
管
理
会
は
総
務
省
の

附
属
機
関
だ
が
、
台
湾
の
中
選
会
は
総

務
省
に
あ
た
る
内
政
部
と
同
じ
レ
ベ
ル

の
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
。

　

混
合
モ
デ
ル
で
は
執
政
府
の
影
響
力

の
及
び
方
が
様
々
で
あ
る
。
中
選
会
の

委
員
は
、
同
一
の
政
党
に
所
属
す
る
委

員
が
三
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、

形
式
上
は
独
立
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

し
か
し
、実
際
に
は
行
政
院
長
（
首
相
）

が
推
薦
し
、
立
法
院
（
議
会
）
の
同
意

を
得
て
任
命
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

も
委
員
の
人
選
が
二
大
政
党
間
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
ま
っ
た
く
無
縁
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
専
任
の
主

任
委
員
と
副
主
任
委
員
は
有
給
職
だ
が
、

他
の
委
員
は
無
給
職
で
あ
る
た
め
、
委

員
の
専
門
性
と
そ
れ
に
よ
る
独
立
性
が

保
障
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。

　

台
湾
の
選
挙
管
理
で
は
、「
選
政
」

と
呼
ば
れ
る
選
挙
関
連
法
規
の
制
定
、

修
正
と
解
釈
は
内
政
部
の
権
限
と
さ
れ
、

「
選
務
」
す
な
わ
ち
選
挙
の
実
施
は
中

選
会
が
担
っ
て
い
る
。
中
選
会
に
よ
る

選
挙
関
連
法
規
に
関
す
る
提
案
は
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
内
政
部
に
対

す
る
も
の
で
、
直
接
行
政
院
に
提
案
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
分
業

の
あ
り
方
は
台
湾
の
選
挙
管
理
の
歴
史

的
経
緯
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
民
主

化
以
前
、
選
挙
管
理
は
当
初
内
政
部
が

担
っ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
の
中
選
会

の
成
立
後
も
、
内
政
部
長
（
大
臣
）
が

主
任
委
員
を
兼
任
し
、
職
員
の
ほ
と
ん

ど
が
内
政
部
の
職
員
だ
っ
た
。
当
時
は

こ
う
し
た
選
挙
管
理
体
制
が
う
ま
く
機

能
し
て
い
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
に

主
任
委
員
が
専
任
職
と
な
り
、
中
選
会

が
独
立
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く

過
程
で
、
中
選
会
と
内
政
部
の
間
に
矛

盾
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
選
会
の
独
立
性
に
つ
い
て
は
な
お

議
論
が
続
い
て
い
る
。
独
立
モ
デ
ル
を

理
想
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
一
方
で
、

混
合
モ
デ
ル
の
枠
内
で
中
選
会
の
独
立

性
の
強
化
を
図
る
の
が
現
実
的
と
す
る

見
方
も
あ
る
。

（
ま
つ
も
と　

み
つ
と
よ
／
京
都
女
子

大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
）
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